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はじめに

　矢作川は長野県に水源を発し，長野県・岐阜県・愛
知県を流れ，下流で矢作古川（延長約14 km）を分流し，
愛知県で三河湾に流出する幹線流路延長約118 kmの1級
河川である．
　矢作川全域の魚類相については，梅村（1963，1990）
や碧南海浜水族館編（1992），建設省河川局治水課監修

（1995），長井・増田（1997），国土交通省河川局河川環
境課監修（2001）の報告がある．また，本川の一部の地
域や支川の魚類についても多くの報告がある（増田ほか，
1994a，1994b，1995a，1996，1997，1998，1999，
2000；梅村，1997a，1997b，2000，2002；地村ほか，
2001，2002，2004，2005，2006，2007，2008）．しかし，
下流域に注目した報告は碧南海浜水族館編（1993）と増
田ほか（1995b）があるだけで，下流域の魚類に関する
知見は乏しい．
　そこで，矢作川下流域の魚類の現況を把握するため，
矢作川と矢作古川の分流点より下流の矢作川と矢作古川
で魚類調査を合計21地点28回行ったので，その結果をこ
こに報告する．

調査地と方法

　調査は2001年4月28日から2009年5月24日の間に矢作川

10地点15回，矢作古川11地点13回の合計21地点28回行っ
た（図1；表1）．結果の一部は荒尾ほか（2007），荒尾（2008a）
で報告した．調査にはタモ網（目合2.5 mm）を使用した．
採集された魚類の一部は標本とし，その他の個体は種の
同定後，放流した．標本は豊橋市自然史博物館魚類資料

（TMNH－F）として登録・保管した．種の同定，和名，
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図１　調査地点．
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学名は，本文中に明記したものを除き，中坊編（2000）
に従った．

St.1　矢作川河口右岸
　コンクリートで護岸されているが，干潮時には護岸沿
いに干潟が形成される．河川形態はBc型．護岸付近の
底質は主に砂泥，一部は軟泥で，沖は砂．2008年5月6日
の水温は20.3 ℃であった．

St.2　矢作川河口左岸
　河口から－0.2 km（国土交通省の距離標による．以下
同）．コンクリートで護岸されているが，干潮時には護
岸沿いに干潟が形成される．河川形態はBc型で，底質
は砂泥．2003年5月1日の水温は21.8 ℃，2007年6月16日
の水温は34.0 ℃であった．

St.3　矢作川大橋
　河口から2.4 km．感潮域．河岸にヨシ群落が形成され
ている．河川形態はBc型，底質は主に砂泥で，一部は
軟泥．2003年5月1日の水温は14.3 ℃，2009年5月24日の
水温は21.3 ℃であった．

St.4　棚尾橋
　河口から3.3 km．感潮域．河岸にヨシ群落が形成され
ている．河川形態はBc型で，底質は砂泥．橋の下流右
岸にワンドが形成されている．2009年3月8日の水温は
12.0 ℃であった．

St.5　中畑橋
　河口から4.5 km．感潮域．河岸にヨシ群落が形成され
ている．河川形態はBc型，底質は主に砂で，一部は泥
や礫．右岸にワンドが形成されている．2009年4月29日
の水温は18.0 ℃であった．

St.6　上塚橋
　河口から7.0 km．感潮域．河川形態はBb型，底質は
主に砂で，一部は泥，瀬は礫．2009年4月29日の水温は
19.0 ℃であった．

St.7　米津橋
　河口から9.9 km．感潮域．両岸ともコンクリートで護
岸されている．河川形態はBb型，底質は主に砂で，一
部は礫．2009年5月24日の水温は21.3 ℃であった．

St.8　名豊矢作橋
　河口から11.5 km．左岸はコンクリートで護岸され
ている．河川形態はBb型，底質は主に砂で，一部は礫．
2009年4月29日の水温は20.2 ℃であった．

St.9　志貴野橋
　河口から11.6 km．左岸はコンクリートで護岸され
ている．河川形態はBb型，底質は主に砂で，一部は礫．
2009年4月29日の水温は20.5 ℃であった．

St.10　藤井床固工
　河口から12.6 km．床固工直下に瀬が形成されている．
河川形態はBb型で，底質は砂と礫．2003年5月1日の水
温は15.8 ℃であった．

St.11　矢作古川河口
　両岸ともコンクリートで護岸されているが，干潮時に
は護岸沿いに干潟が形成される．河川形態はBc型．護
岸付近の底質は主に砂泥で，沖は砂．2008年5月25日の
水温は22.7 ℃であった．

St. 12　名鉄三河線橋脚跡
　感潮域．両岸ともコンクリートで護岸されているが，
干潮時には護岸沿いに干潟が形成される．河川形態は
Bc型で，底質は砂．2009年4月12日の水温は20.5 ℃であっ
た．

St.13　松大橋
　感潮域．両岸ともコンクリートで護岸されているが，
干潮時には護岸沿いに干潟が形成される．河川形態は
Bc型で，底質は砂．2009年4月12日の水温は21.5 ℃であっ
た．

St.14　大富橋下流
　感潮域．河岸にヨシ群落が形成されている．河川形態
はBc型で，底質は泥や礫．2001年11月23日の水温は11.0 
℃であった．

St.15　笹子橋
　感潮域．橋上流の右岸はコンクリートで護岸されて
いる．河川形態はBc型，底質は主に砂泥で，一部は礫．
2009年4月12日の水温は19.9 ℃であった．

St.16　横須賀大橋

荒尾一樹



47

　感潮域．橋直下に瀬が形成されている．河川形態は
Bb型，底質は砂泥で，瀬は礫．2009年4月12日には瀬の
礫で「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止
に関する法律」（以下，外来生物法）で特定外来生物に
指定されているカワヒバリガイLimnoperna fortunei（豊
橋市自然史博物館貝類資料（TMNH－MO）16012～
16017）が採集された．4月12日の水温は19.0 ℃，5月24
日の水温は22.1 ℃であった．

St.17　古川頭首工
　頭首工直下に瀬が形成されている．頭首工上流は湛
水域となっている．頭首工下流の河川形態はBb型，底
質は主に砂で，瀬は礫．2007年6月3日の水温は23.2 ℃，
2009年4月12日の水温は18.5 ℃であった．

St.18　宅野島橋
　湛水域．河川形態はBc型で，底質は泥と砂．2009年4
月29日の水温は15.5 ℃であった．

St.19　古川橋
　湛水域．河川形態はBc型で，底質は砂と礫．2009年4
月29日の水温は17.0 ℃であった．

St.20　矢作古川橋
　両岸とも部分的にコンクリートで護岸されている．河
川形態はBc型で，底質は砂泥．2008年10月18日の水温
は18.6 ℃であった．

St.21　龍宮橋
　橋付近の左岸はコンクリートで護岸されている．河川
形態はBb型，底質は主に砂で，一部は砂泥．2009年4月
12日の水温は21.1 ℃であった．

結　　果

　表2に採集された魚類のリストを示した．以下に各種
について詳しい採集状況などを記す．

ウナギ科　Anguillidae
1．ウナギ属未同定種　Anguilla sp．
　TMNH－F225，1511～1516
　矢作川4地点，矢作古川3地点で採集された．三河湾に
はウナギA. japonicaとヨーロッパウナギA. anguilaが生息
することが知られ（Zhang et al.，1999），特に幡豆地方
は養鰻場から流出したと考えられるヨーロッパウナギの
採集例が多い（多部田，1980）．両種の外見による判別
は困難であるため，荒尾ほか（2007）と同様に同定を保
留した．標本には両種が混在していることも考えられる
が，矢作川で過去に報告されたオオウナギA. marmorata

（梅村，1963；1990）は含まれていなかった．ウナギは
環境省自然環境局野生生物課（2007）で「情報不足」に
評価されている．

コイ科　Cyprinidae
2．コイ　Cyprinus carpio

　矢作川2地点，矢作古川2地点で遊泳しているところを
採集された．

3．フナ属未同定種　Carassius sp．
　TMNH－F1517
　矢作川1地点で採集された．本属魚類は形態的に互い
に類似し，日本産魚類のなかで分類するのが最も困難な
グループとされている（中坊編，2000）．採集された個
体はギンブナC. auratus langsdorfiiであると考えられるが，
小型であったため，同定を保留した．

4．オイカワ　Zacco platypus

　TMNH－F1518
　矢作川1地点，矢作古川2地点で採集された．

5．モツゴ　Pseudorasbora parva

　TMNH－F1519

矢作川下流域の魚類

表１　調査地点と調査年月日．
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　矢作川1地点，矢作古川1地点で採集された．

6．タモロコ　Gnathopogon elongatus elongatus

　TMNH－F1520
　矢作古川1地点で採集された．

7．ゼゼラ　Biwia zezera

　TMNH－F1521，1522
　矢作古川2地点の砂泥底で採集された．

8．カマツカ　Pseudogobio esocinus esocinus

　TMNH－F1523～1525
　矢作川2地点，矢作古川1地点の砂泥～砂底で採集され
た．

9．ニゴイ　Hemibarbus barbus

　矢作古川1地点で遊泳しているところを採集された．

10．スゴモロコ属未同定種　Squalidus sp．
　TMNH－F1526，1527
　矢作古川2地点で採集された．本属魚類はコイ科魚類
の中でも同定が困難なグループとされている（辻野ほか，
1998）．採集された個体はコウライモロコS. chankaensis 

subsp．であると考えられるが，小型であったため，同
定を保留した．

ナマズ科　Siluridae
11．ナマズ　Silurus asotus

　矢作古川1地点で採集された．

アユ科　Plecoglossidae
12．アユ　Plecoglossus altivelis altivelis

　TMNH－F248，1528，1529
　矢作川2地点，矢作古川2地点で群泳しているところを
採集された．

ボラ科　Mugilidae
13．ボラ　Mugil cephalus cephalus

　TMNH－F315，1530～1534
　矢作川5地点，矢作古川1地点で群泳しているところを
採集された．矢作川では河口から7.0 km上流まで遡上し
ていた．

カダヤシ科　Poeciliidae

14．カダヤシ　Gambusia affinis

　TMNH－F1535～1537
　矢作川2地点，矢作古川2地点で群泳しているところを
採集された．本種は，外来生物法で特定外来生物に指定
されている．

メダカ科　Adrianichthyidae
15．メダカ　Oryzias latipes

　TMNH－F1538
　矢作川1地点で採集された．環境省自然環境局野生生
物課（2007）では北日本集団と南日本集団が「絶滅危惧
Ⅱ類」，愛知県環境調査センター編（2009）では「準絶
滅危惧」に評価されている．

カジカ科　Cottidae
16．カマキリ（アユカケ）　Cottus kazika

　TMNH－F1539～1543
　矢作川4地点，矢作古川1地点の礫底で本種の河川遡上
期と考えられる4～5月にだけ採集された．本種は環境省
自然環境局野生生物課（2007）で「絶滅危惧Ⅱ類」，愛
知県環境調査センター編（2009）で「絶滅危惧Ⅱ類」に
評価されている．

17．ウツセミカジカ（カジカ小卵型；両側回遊型）　
Cottus reinii

　TMNH－F274，1544，1545
　矢作川3地点，矢作古川1地点の礫底で本種の河川遡
上期と考えられる4～5月にだけ採集された．本種は環境
省自然環境局野生生物課（2007）で「絶滅危惧ⅠB類」，
愛知県環境調査センター編（2009）で「絶滅危惧Ⅱ類」
に評価されている．

18．アサヒアナハゼ　Pseudoblennius cottoides

　TMNH－F1546
　矢作川1地点で採集された．河口で採集されたが，本
種は通常，沿岸のアマモ・ガラモ場に生息する（中坊編，
2000）．

スズキ科　Moronidae
19．スズキ　Lateolabrax japonicus

　TMNH－F277，278，1547～1553
　矢作川5地点，矢作川3地点で採集された．矢作川では
河口から9.9 km上流まで遡上していた．

荒尾一樹
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サンフィッシュ科　Centrarchidae
20．ブルーギル　Lepomis macrochirus

　TMNH－F1554，1555
　矢作川1地点，矢作古川1地点で採集された．本種は，
外来生物法で特定外来生物に指定されている．

タイ科　Sparidae
21．クロダイ　Acanthopagrus schlegelii

　TMNH－F1556
　矢作川1地点で採集された．

シマイサキ科　Teraponidae
22．コトヒキ　Terapon jarbua

　TMNH－F286
　矢作古川1地点で採集された．

ニシキギンポ科　Pholidae
23．ギンポ　Pholis nebulosa

　TMNH－F1557～1559
　矢作川1地点，矢作古川2地点で採集された．本種は通
常，潮だまりや潮間帯から水深20 mぐらいまでの砂泥
底あるいは岩礁域の石の間に生息する（中坊編，2000）．

ハゼ科　Gobiidae
24．ミミズハゼ　Luciogobius guttatus

　TMNH－F1560，1561
　矢作古川2地点で採集された．

25．ヒモハゼ　Eutaeniichthys gilli

　TMNH－F353，1562
　矢作川2地点，矢作古川1地点の砂泥底で採集された．
本種は環境省自然環境局野生生物課（2007）で「準絶滅
危惧」に評価されている．

26．スミウキゴリ　Gymnogobius petschiliensis

　TMNH－F361，362，1563～1565
　矢作川4地点で採集された．河口から12.6 km上流
まで遡上していた．本属魚類の分類，和名，学名は
Stevenson（2002）に従った．

27．ウキゴリ　Gymnogobius urotaenia

　TMNH－F1566，1567
　矢作川2地点で採集された．河口から11.6 km上流まで
遡上していた．

28．エドハゼ　Gymnogobius macrognathos

　TMNH－F370，1568，1569
　矢作川1地点，矢作古川1地点の砂泥底で採集された．
本種は環境省自然環境局野生生物課（2007）で「絶滅危
惧Ⅱ類」に評価されている．

29．ビリンゴ　Gymnogobius breunigii

　TMNH－F366，374
　矢作川1地点，矢作古川1地点で採集された．

30．ウロハゼ　Glossogobius olivaceus

　TMNH－F1570，1571
　矢作川1地点，矢作古川1地点で採集された．

31．マハゼ　Acanthogobius flavimanus

　TMNH－F429，435，1572～1574
　矢作川3地点，矢作古川3地点で採集された．矢作川で
は河口から2.4 km上流まで遡上していた．

32．アシシロハゼ　Acanthogobius lactipes

　TMNH－F1575～1577
　矢作川3地点で採集された．河口から7.0 km上流まで
遡上していた．

33．ヒメハゼ　Favonigobius gymnauchen

　TMNH－F477，1578，1579
　矢作川3地点，矢作古川2地点の砂泥底で採集された．

34．アベハゼ　Mugilogobius abei

　TMNH－F491
　矢作古川1地点の泥底で採集された．

35．スジハゼA（キララハゼ属の1種A）　
Acentrogobius sp. A
　TMNH－F1107
　矢作川1地点の砂泥底で採集された．標本の形態や採
集状況の詳細は荒尾（2008a）で報告した．本属魚類の分類，
和名，学名は鈴木ほか（2004）に従った．

36．ゴクラクハゼ　Rhinogobius giurinus

　TMNH－F531，542，544，1580～1587
　矢作川6地点，矢作古川6地点の砂泥～礫底で採集され
た．矢作川では河口から11.6 km上流まで遡上していた．

矢作川下流域の魚類
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37．シマヨシノボリ　Rhinogobius sp. CB
　TMNH－F549，550，1588
　矢作川3地点，矢作古川1地点の礫底で採集された．矢
作川では河口から12.6 km上流まで遡上していた．

38．トウヨシノボリ　Rhinogobius sp. OR
　TMNH-F1589
　矢作川1地点，矢作古川1地点の礫底で採集された．

39．トウカイヨシノボリ　Rhinogobius sp. TO
　TMNH－F1590～1592
　矢作古川3地点で採集された．本種は環境省自然環境
局野生生物課（2007）で「準絶滅危惧」に評価されてい
る．分類，和名，学名は鈴木・坂本（2005）に従った．

40．カワヨシノボリ　Rhinogobius flumineus

　TMNH－F1593
　矢作古川2地点の砂～礫底で採集された．

41．チチブ属未同定種　Tridentiger sp．
　TMNH－F567，571，577，1594～1606
　矢作川7地点，矢作古川7地点で採集された．矢作川で
は河口から11.6 km上流まで遡上していた．採集された
個体はヌマチチブT. brevispinisかチチブT. obscurusである
と考えられるが，小型個体も多く採集されたため，荒尾
ほか（2007）と同様に，同定を保留した．標本には両種
が混在していることも考えられる．

カレイ科　Pleuronectidae
42．イシガレイ　Kareius bicoloratus

　TMNH－F1607～1610
　矢作川1地点，矢作古川3地点の砂泥～砂底で採集され
た．

まとめ

　本調査では未同定種を含む15科42種の魚類が確認され
た．科別にみると，ハゼ科が18種と最も多く，ついでコ
イ科が9種であった（表2）．本調査と過去の調査との比
較を表3に示した．表3には明らかに本調査範囲内である
と判別できる報告だけを掲載した．その結果，本調査範
囲内で報告のある魚類は未同定種を含む34科99種であっ
た．本調査ではタモ網だけを使用したため，ハゼ科魚類
を中心とした底性魚類に偏った結果となったが，アサヒ

アナハゼやギンポ，ミミズハゼ，トウカイヨシノボリな
ど，過去に報告のなかった魚類も採集された．アサヒア
ナハゼやギンポは偶発的に河川へ侵入したものと考えら
れる．トウカイヨシノボリは2005年に新標準和名が提唱
された魚類である（鈴木・坂本，2005）．
　過去に報告されているヤリタナゴTanakia lanceolata，
ニッポンバラタナゴRhodeus ocellatus kurumeusは最近
採集されない魚類とされている（梅村，1990）．カワ
バタモロコHemigrammocypris rasborella，ウシモツゴ
Psudorasbora pumila subsp．もその後，本調査範囲内か
ら報告はなく，これらは現在，分布していない可能性が
高い．アブラハヤPhoxinus lagowskii steindachneri，ホト
ケドジョウLefua echigoniaの主な生息地は本調査範囲よ
り上流であり，出水などにより一時的に流下したものと
考えられる．カタクチイワシEngraulis japonicusは偶発
的に河川へ侵入，ヒラスズキLateolabrax latusは極めて
数が少なく，カワアナゴEleotris oxycephalaとチワラスボ
Taenioides cirratusは近年少なくなりつつあるとされてい
る（碧南海浜水族館編，1993）．
　本調査で確認された純淡水魚は15種であり，大部分は
通し回遊魚や汽水魚であった．また，アサヒアナハゼな
どの海水魚の侵入も確認された．通し回遊魚や汽水魚が
多く確認されたことは，本調査範囲内に遡上の障害とな
る横断構造物がなく，海域からの遡上が容易であること
を示す．矢作川ではボラ，アシシロハゼが河口から7.0 
km（St.6）まで，スズキが9.9 km（St.7）まで，ウナギ
属未同定種，カマキリが11.5 km（St.8）まで，ウキゴリ，
ゴクラクハゼが11.6 km（St.9）まで，アユ，ウツセミ
カジカ，スミウキゴリ，シマヨシノボリが12.6 km（St. 
10）まで遡上しているのが確認された．一方，矢作古川
ではウナギ属未同定種，アユ，カマキリ，ウツセミカジカ，
スズキ，ミミズハゼ，ビリンゴ，マハゼ，ゴクラクハゼ，
シマヨシノボリが古川頭首工（St. 17）より下流で確認
された．頭首工より上流で確認された通し回遊魚はゴク
ラクハゼだけであった．頭首工には魚道が設置されてい
るが，多くの魚類が遡上を阻害されている可能性が示唆
される．生物多様性を保全するには，多様な魚類が遡上
できるよう魚道を改善する必要もあるかもしれない．
　矢作古川の古川頭首工より上流でだけ確認された魚類
として，ゼゼラ，トウカイヨシノボリが挙げられる．こ
れらは止水域や緩流域の泥底や砂泥底に好んで生息する

（細谷，2001；鈴木・坂本，2005）．頭首工が通し回遊魚
や汽水魚の遡上を阻害している可能性が示唆される一方，
頭首工により上流には広大な湛水域が形成され，泥底～

荒尾一樹
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表２　採集された魚類．
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表３　本報告と過去の報告との比較.

荒尾一樹

１．梅村（1990）；２．碧南海浜水族館編（1993）；３．増田ほか（1995b）；４．建設省河川局治水課監修（1995）；５．増田（1999）；

６．国土交通省河川局河川環境課監修（2001）；７．荒尾ほか（2007）；８．荒尾（2008a）；９．本報告（2010）．
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表３　本報告と過去の報告との比較（続き）.

１．梅村（1990）；２．碧南海浜水族館編（1993）；３．増田ほか（1995b）；４．建設省河川局治水課監修（1995）；５．増田（1999）；

６．国土交通省河川局河川環境課監修（2001）；７．荒尾ほか（2007）；８．荒尾（2008a）；９．本報告（2010）．
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砂底の止水域，緩流域に生息する種にとって良好な環境
となっているのが現状である．
　本調査で環境省自然環境局野生生物課（2007）や愛知
県環境調査センター編（2009）のレッドリストに掲載さ
れているメダカやカマキリ，ウツセミカジカ，ヒモハゼ，
エドハゼ，トウカイヨシノボリも採集された．特に愛知
県でカマキリ，ウツセミカジカ，ヒモハゼ，エドハゼが
確認されている河川は極めて少なく，それぞれ3，4，2，
5河川でしか確認されていない（荒尾ほか，2007；荒尾，
2008b；本報告）．干潟に生息するヒモハゼ，エドハゼ
が生息することは，全国的な干潟の消失が危惧されてい
る中，矢作川下流域には良好な干潟が残されていること
を示しているといえよう．また，本調査範囲内ではウツ
セミカジカは荒尾ほか（2007）の調査以前には確認され
ていない（表3）．本調査では河川遡上期に重点的に調査
を行ったため，同じく通し回遊魚のカマキリとともに複
数の地点で確認された．これら回遊魚の河川への遡上量
は日あるいは年によって変動するものと考えられ（荒尾，
2008b），これが調査精度によるものか，年変動による
ものか判断は困難である．今後も調査を継続し，動向に
注意することが保全対策として基本的に重要であると考
えられる．
　本調査では外来生物法で特定外来生物に指定されてい
るカダヤシ，ブルーギル，カワヒバリガイも確認された．
本調査範囲内ではカダヤシは国土交通省河川局河川環境
課監修（2001）の調査以前には確認されておらず，それ
以降に侵入した可能性が考えられる．一方，梅村（1990）
が報告している外来種のハクレンHypophthalmichthys 
molitrix，外来生物法で要注意外来生物に指定されてい
るソウギョCtenopharyngodon idellusはその後，確認され
ていない（表3）．健全な生態系を維持するには，今後も
定期的に外来種の侵入状況を監視する必要がある．
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